
候 
 

 

補 
 

 

者 
 

桑
田

く

わ

た 

正
人

ま
さ
ひ
と 

 

 

所 
 

 

属 
 

 

寺 
 

岐
阜
高
山
教
区 

第
十
三
組 

敬
願
寺 

所 
  

在 
  

地 
 

岐
阜
県
郡
上
市
高
鷲
町
鷲
見
一
三
五
七
番
地
の
一 

被
選
挙
資
格
の
区
分 

 

宗
議
会
議
員
選
挙
条
例
第
二
条
第
一
項
第
一
号 

 

【
略
歴
】 

一
九
四
七
年
生
ま
れ 

一
九
六
六
年 

天
理
高
校
卒
業 

一
九
六
七
年 

龍
谷
大
学
文
学
部 

佛
教
学
科 

真
宗
専
攻
入
学 

一
九
七
一
年 

本
山
伝
道
研
修
会
終
了 

一
九
七
二
年 

教
師
検
定
に
て
教
師
資
格
習
得 

 

大
阪
教
区
仏
教
青
年
連
盟
委
員
長 

同
朋
会
館
補
導 

教
師
修
練
ス
タ
ッ
フ 

 

民
生
児
童
委
員 

同
朋
会
館
教
導 

敬
願
寺
住
職 

 

【
立
候
補
の
趣
旨
】 

今
日
の
時
代
は
、
人
間
至
上
主
義
の
下
で
正
義
を
名
告
戦
争
を
始
め
、
民
族
紛
争
を
起
こ
し
地

球
環
境
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
時
に
あ
た
っ
て
、「
無
明
煩
悩
の
わ
れ
ら
」
と
明
ら
か
に
さ
れ
た
親
鸞
さ
ん
の
教
法
に
直
参

す
る
以
外
に
、
現
状
を
正
し
く
認
識
し
克
服
で
き
る
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

又 

真
宗
を
再
興
さ
れ
た
、
蓮
如
上
人
の
基
本
的
な
姿
勢
は
「
一
人
な
り
と
も
、
人
、
信
を
取
る

が
、
一
宗
の
繁
昌
に
て
申
し
候
」
と
述
べ
ら
れ
た
精
神
に
立
っ
て
現
代
社
会
に
生
き
る
人
々
の
課

題
を
正
面
か
ら
担
っ
て
、
純
粋
か
つ
根
源
的
な
人
間
の
自
覚
を
う
な
が
し
、
解
放
す
る
教
学
の
実

践
の
場
が
職
場
で
あ
り
日
常
生
活
の
場
で
あ
り
寺
で
も
、
あ
る
の
で
す
。 

現
在
の
教
化
の
進
め
方
を
検
討
し
見
直
し
て
新
た
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
願
念
佛
の

一
道
に
生
き
る
人
々
を
生
み
出
す
歩
み
に
資
す
る
宗
政
を
目
指
し
ま
す
。 

宗
門
は
今
、「
是
旃
陀
羅
」
問
題
を
、
解
放
同
盟
か
ら
問
わ
れ
門
徒
一
人
一
人
の
課
題
と
し
て
考

え
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
問
題
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

宗
祖
親
鸞
ご
誕
生
八
五
〇
年
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
を
機
縁
と
し
て
「
教
学
の
確
立
と

振
興
」、
そ
し
て
、「
教
化
に
携
わ
る
人
材
の
養
成
」
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
施
策

を
教
区
内
の
皆
様
と
意
見
交
換
や
調
査
研
究
等
、
学
習
活
動
を
踏
ま
え
な
が
ら
施
策
を
立
案
し
、

宗
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
、
開
か
れ
た
寺
を
目
指
し
、
門
徒
共
同
参
画
に
よ
る
、
組
教
化
委
員
会
の
充
実
を
図
り
、
共

同
教
化
を
推
進
し
、「
人
」
育
成
を
は
か
り
ま
す
。 

 

二
、
本
来
募
財
教
団
で
あ
る
は
ず
が
強
制
賦
課
金
で
は
、
過
疎
化
の
進
む
地
域
で
は
困
難
を
生

ず
る
の
で
は
な
い
か
。
一
人
一
人
の
本
山
、
寺
で
あ
る
こ
と
、
一
人
一
人
が
支
え
る
本
山
、

寺
で
あ
る
こ
と
を
共
に
頷
き
自
覚
を
促
し
、
門
徒
戸
数
に
基
づ
い
て
財
政
基
盤
の
施
策
を

立
案
し
ま
す
。 

 

以
上
の
２
点
を
全
う
す
る
た
め
、
初
め
て
の
経
験
で
は
あ
り
ま
す
が
、
精
進
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
を
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

岐
阜
高
山
選
挙
区
宗
議
会
議
員
選
挙
公
報 

候 
 

 

補 
 

 

者 
 

内
記

な

い

き 
 

淨
き
よ
し 

 

 

所 
 

 

属 
 

 

寺 
 

岐
阜
高
山
教
区 

高
山
二
組 

徃
還
寺 

所 
  

在 
  

地 
 

岐
阜
県
高
山
市
一
之
宮
町
二
三
二
九
番
地 

被
選
挙
資
格
の
区
分 

 

宗
議
会
議
員
選
挙
条
例
第
二
条
第
一
項
第
一
号 

 

【
略
歴
】 

一
九
五
二
年
、
三
重
県
覚
通
寺
生
ま
れ
。 

一
九
七
七
年
三
月
、
大
谷
大
学
修
士
課
程(

真
宗
学
専
攻 

廣
瀬
ゼ
ミ)

終
了 

四
月
、
教
学
研
究
所
入
所 

一
九
八
一
年
三
月
、
往
還
寺
入
寺
、
結
婚 

 

一
九
八
二
年
六
月
、
教
学
研
究
所
退
所 

二
〇
〇
五
年
九
月
、
徃
還
寺
住
職
就
任 

 
 

二
〇
一
七
年
九
月
、
宗
議
会
議
員 

 

【
立
候
補
の
趣
旨
】 

「
宗
門
と
は
何
か
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
た
び
、
み
た
び
宗
議
会
選
挙
に
立
候
補
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
二
期
八
年
の
間
、
宗
議
会
議
員
と
し
て
宗
門
の
抱
え
る
諸
課
題
を
考
え
、
施
策
を
決 

定
す
る
場
に
身
を
置
き
、
ど
こ
に
そ
れ
ら
の
根
本
問
題
が
あ
る
の
か
を
思
考
し
て
き
ま
し
た
。
改

め
て
、
そ
の
根
本
課
題
と
は
、
わ
れ
ら
が
基
本
に
忠
実
で
は
な
い
こ
と
、
基
本
を
語
り
な
が
ら 

そ
れ
が
基
本
に
背
く
あ
り
か
た
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
愚
考
し
て
い
ま
す
。 

 

大
谷
派
に
お
い
て
は
、
く
り
返
し
先
輩
方
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
て
き
た
、「
人
心
の
至
奥
よ 

り
生
ず
る
熾
盛
の
要
求
の
た
め
に
宗
教
あ
る
な
り
、
宗
教
を
求
む
べ
し
、
宗
教
は
求
む
る
と
こ
ろ

な
し
〈
清
沢
満
之
〉」
と
い
う
原
点
を
忘
れ
た
と
こ
ろ
に
、
宗
門
の
現
在
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て 

な
り
ま
せ
ん
。「
宗
門
白
書
」
の
あ
の
懴
悔
と
宣
言
に
立
ち
返
り
つ
つ
、
宗
門
の
本
来
の
あ
り
よ
う

を
求
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 
 否

応
な
く
大
き
な
転
換
を
迎
え
ず
に
は
お
れ
ぬ
時
代
を
、
私
た
ち
は
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
一 

人
一
人
が
こ
の
宗
門
の
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
、
問
い
、
聞
き
、
頷
か
ず
に
は
お
れ
な
い
と
き
が
来 

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

 

教
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
宗
会
議
員
と
は
、
自
教
区
の
利
益
代
弁
者
で
は
な
く
、
今
後
の
宗
門
の
あ 

る
べ
き
姿
と
そ
の
方
向
性
を
求
め
て
、
諸
課
題
を
確
認
し
議
論
し
施
策
を
作
り
上
げ
て
い
く
も
の 

で
あ
る
と
認
識
し
ま
す
。 

同
朋
会
運
動
の
初
期
に
は
、「
大
谷
派
な
る
宗
門
」
の
存
立
意
義
は
、「
世
界
人
類
の
た
め
」
と
表 

明
さ
れ
、
宗
憲
に
は
「
同
朋
社
会
の
顕
現
」
と
表
現
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
立
候
補
に
あ
た
り
、
宗
門
の
抱
え
る
困
難
な
課
題
を
通
し
て
、
微
力
で
す
が
「
真
宗
大
谷 

派
な
る
宗
門
」
の(

本
山
、
別
院
、
寺
院
、
そ
し
て
私
自
身
の)

存
在
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ 

 

候 
 

 

補 
 

 

者 
 

尾
畑

お
ば
た 

英

和

ひ
で
か
ず 

 
 

所 
 

 

属 
 

 

寺 
 

岐
阜
高
山
教
区 

第
五
組 

正
壽
寺 

所 
  

在 
  

地 
 

岐
阜
県
羽
島
市
足
近
町
小
荒
井
四
三
五
番
地 

被
選
挙
資
格
の
区
分 

 

宗
議
会
議
員
選
挙
条
例
第
二
条
第
一
項
第
一
号 

 

【
略
歴
】 

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
大
谷
大
学
文
学
部
真
宗
学
科
卒
業 

宗
議
会
議
員
二
期 

参
務
歴
任
（
解
放
運
動
推
進
本
部
長
・
青
少
幼
年
セ
ン
タ
ー
長
等
歴
任
） 

現
在
、
大
谷
祖
廟
及
び
東
大
谷
墓
地
に
関
す
る
総
合
整
備
委
員
会
委
員
長 

 

【
立
候
補
の
趣
旨
】 

こ
の
た
び
二
期
八
年
の
宗
議
会
議
員
の
経
験
、
ま
た
、
内
局
員
の
経
験
を
通
し
て
、
次
第
に
宗
派

の
問
題
点
や
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

人
口
減
少
に
加
え
、
教
化
の
過
疎
、
門
徒
の
寺
離
れ
、
宗
教
離
れ
、
若
者
の
無
気
力
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
的
な
問
題
の
縮
図
が
こ
の
宗
門
内
に
も
充
満
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
寺
院
が

抱
え
る
経
済
的
な
事
情
、
ま
た
兼
業
寺
院
の
増
加
な
ど
教
化
に
関
わ
る
若
い
人
た
ち
が
育
ち
に
く
い

土
壌
が
あ
り
ま
す
。
教
区
の
様
々
な
活
動
に
参
加
す
る
方
々
が
減
り
、
進
ん
で
教
え
を
聞
い
て
い
こ

う
と
す
る
人
た
ち
が
減
り
、
勢
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
状
況
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
教
区
内
の
皆
様
方
と

こ
の
混
沌
と
し
た
厳
し
い
現
実
を
ど
う
受
け
止
め
、
改
善
し
て
い
け
る
か
意
見
交
換
し
、
必
要
な
改

革
を
前
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

宗
門
の
改
革
は
一
門
徒
・
一
住
職
の
意
識
改
革
（
私
が
教
え
に
よ
っ
て
転
換
し
て
い
く
こ
と
）
が

必
須
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
宗
門
人
が
本
当
の
意
味
で
教
え
に
出
会
い
、
教
え
を
よ
ろ
こ
ぶ

「
人
」
と
な
る
こ
と
が
願
わ
れ
ま
す
。
こ
の
宗
門
を
、
念
仏
の
教
え
を
次
世
代
に
手
渡
し
て
い
き
た

い
、
自
己
愛
に
満
ち
た
悪
世
の
中
で
、
こ
の
真
宗
の
教
法
に
よ
っ
て
の
改
革
を
前
に
進
め
る
こ
と
が

宗
門
の
質
的
転
換
の
第
一
歩
で
あ
り
、
課
題
で
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

改
革
を
、
自
己
改
革
を
基
に
し
た
宗
門
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

ど
う
か
皆
様
方
の
お
力
を
お
借
り
し
た
い
、
語
り
合
い
た
い
、
そ
ん
な
こ
と
を
願
い
ま
す
。
今
後

も
皆
様
方
と
と
も
に
改
革
を
前
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を
持
っ
て
三
期
目
に
立
候
補

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
に
と
ぞ
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
こ
こ
に
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

具
体
的
施
策 

一
、
各
寺
院
で
の
同
朋
の
会
・
聞
法
会
の
推
進
（
同
朋
会
運
動
の
更
な
る
推
進
に
よ
る
宗
門
改
革
）

二
、
宗
門
組
織
の
抜
本
的
改
革
・
一
人
一
人
の
意
識
改
革
と
と
も
に
行
財
政
改
革
の
更
な
る
推
進 

三
、
地
震
災
害
な
ど
に
対
応
で
き
る
新
た
な
第
二
種
共
済
制
度
の
新
設
・
運
営 

四
、
大
谷
祖
廟
整
備
・
納
骨
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
開
教
の
視
点
を
持
っ
て
こ
の
事
業
を
前
に
進

め
る 

五
、
是
旃
陀
羅
問
題
の
課
題
共
有
と
と
も
に
、「
読
誦
の
課
題
」
も
同
時
に
前
に
進
め
る 

 

岐
阜
高
山
選
挙
区
選
挙
管
理
会 



告知事項 
岐阜高山選挙区の選出すべき議員の定数 ３名 

 岐高選管告示第１号  

２０２５年８月１日 

             

         岐阜高山選挙区選挙管理事務長 海老原 章 

  

岐阜高山選挙区選挙管理委員及びその補充員が、７月１６日開催の教区会

参事会において同意を得て下記のとおり委嘱されたので、宗議会議員選挙条

例第１５条第２項により告示する。 

記 

管理委員   河野  彰 （第 １ 組 専福寺） 

同  上   長島 紘和 （第 ５ 組 善覺寺） 

同  上   窪田  哲 （高山２組 圓德寺） 

同  上   照元 興圓 （荘白川組 淨念寺） 

補 充 員   松尾 常孝 （第 ２ 組 榮林寺） 

同  上   森林 晃祥 （第１６組 常照寺） 

同  上   宮川 暁声 （高山１組 暎芳寺） 

以 上 

岐高選管告示第２号  

２０２５年８月２２日 

             

                 岐阜高山選挙区選挙管理会 

  

このたび、宗議会議員選挙条例第４０条第１項により下記のとおり発令され

たので告示する。 

記 

 １ 選挙の期日 ２０２５年９月１５日 

 ２ 立候補の届出期間 ２０２５年８月２５日から８月２７日まで 

 ３ 選挙運動の期間 立候補届出の日（受理後）から９月１１日まで 

以 上 

岐高選管告示第３号 

２０２５年８月２２日 

 

                   岐阜高山選挙区選挙管理事務長 海老原 章 

 

来る９月１５日施行の宗議会議員選挙の選挙係について、下記のとおり選

定したので、宗議会議員選挙条例第２９条により告示する。 

記 

 選 挙 係   窪 田 昌 展 

 同  上   印 牧   浄 

 同  上   曲   千那都 

 同  上   木 越   遥 

同  上   井 野 了 慧 

以 上 

岐高選管告示第４号 

                                        ２０２５年８月２５日 

 

                           岐阜高山選挙区選挙管理会 

 

来る９月１５日施行の宗議会議員選挙に下記のとおり立候補の届出があっ

たので、宗議会議員選挙条例第５１条第１項により告示する。 

記 

候 補 者 の 氏 名                         桑田 正人 

所属する寺院の名称                         岐阜高山教区 第１３組 敬願寺 

所 在 地                         岐阜県郡上市高鷲町鷲見１３５７番地の１ 

以 上 

岐高選管告示第５号   

２０２５年８月２６日 

 

                           岐阜高山選挙区選挙管理会 

 

来る９月１５日施行の宗議会議員選挙に下記のとおり立候補の届出があ

ったので、宗議会議員選挙条例第５１条第１項により告示する。 

記 

候 補 者 の 氏 名                         内記  淨 

所属する寺院の名称                         岐阜高山教区 高山２組 徃還寺 

所 在 地                         岐阜県高山市一之宮町２３２９番地 

推薦届出人の氏名                         帰雲  真智 

以 上 

岐高選管告示第６号 

                                        ２０２５年８月２６日 

 

                           岐阜高山選挙区選挙管理会 

 

来る９月１５日施行の宗議会議員選挙に下記のとおり立候補の届出があっ

たので、宗議会議員選挙条例第５１条第１項により告示する。 

記 

候 補 者 の 氏 名                         尾畑  英和 

所属する寺院の名称                         岐阜高山教区 第５組 正壽寺 

所 在 地                         岐阜県羽島市足近町小荒井４３５番地 

以 上 

岐高選管告示第７号 

２０２５年８月２８日 

 

                           岐阜高山選挙区選挙管理会 

 

 来る９月１５日施行の宗議会議員選挙は、宗議会議員選挙条例第６９条第

１項により投票を行わないこととなったので、同条第２項により告示する。 

以 上 

 

 

今回の任期満了に伴う岐阜高山選挙区の宗議会議員選挙は、岐高選管告示第７号のとおり、候補者の数が議員 

定数と同数となりましたので投票を行いません。 

当選人は選挙施行期日（９月１５日）をもって、選挙管理会で決定いたします。 

 


